
 北方町政策審議会 グループ協議 会議要旨 

 

グループ名 グループ２ 出席委員数 ５名 

日 時 平成２１年７月２５日（土）１０時００分～１２時００分 

場 所 北方町役場 3階第2会議室 

【協議事項】（テーマ等） 

①町の財政基盤の確立について 

②河川環境について 

  次回開催日について 

 ・9月5日（土）午前10時から 

－主要意見－ 

①町の財政基盤の確立について 

１、歳入拡大と歳出抑制が大きな柱となる。北方町の主な収入源として町民

税があり、安定的な税収を得るには人口増の必要がある。 

「対策として」 

ア、少子化対策として保育園～義務教育終了までの学費、給食費の町費負

担。保育園を民営化できないか。（⇒今の段階ではない） 

イ、旧県営住宅を県から引き取り、リフォームし高齢者や若年層の為の町

営住宅とする。（⇒現時点では町営住宅の構想はない） 

ウ、転入者支援金制度の創設 

エ、北方町の水の商品化（岐阜のイメージは水が良い） 

・人口増加を目指すより、適正な人口構成で住みよい町づくりを目指したい。 

・市街化農地は固定資産税が高いが町の補助等により活性化できないか。 

・給食調理場の残飯はそのまま廃棄されているが、何か有効利用できないか。

（さらには町から出る廃棄物（生ゴミ）を養豚業に利用。養豚業の糞尿は

肥料に活用する。農産物等は町の特産品にする。） 

・養豚は事業化するのに問題が多く難しい。町にとって生ゴミの減量化を含

め、廃棄物の減量化は今後も検討していく問題であり、様々な方向から継

続して考えていきたい。 

２、歳出の抑制 

・道路工事の規格の見直しや、一般競争入札の導入などにより土木費を抑制

できないか。 

②河川環境について 

・糸貫川は下水道の整備などにより、数年前に比べ水質がかなり改善されて

いる。 

・河川公園は、現在ゴミや雑草で荒れており、維持管理が中途半端である。

公園として整備を徹底してほしい。 

・来年度の美化運動は河川敷を対象とし、町内自治会に実施場所を割当して

はどうか。 

 



次回協議事項 

①樽見鉄道北方真桑駅のアクセスについて 

②自治会加入者と未加入者の問題について 

③休耕田（市街化農地）の活用について 

 


